
省

令

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
財
務
省
令
第
四
十
二
号

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
及
び
外
国
為
替
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令

第
二
百
六
十
号
）
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
三
十
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
大
蔵
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
の
国
又
は
地
域
名
欄
中
「
マ
ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
共
和
国
」
を
「
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
四
十
三
号

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
外

国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
並
び
に
外
国
為
替
令
（
昭
和

五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
十
一
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国

為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
三
十
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
五
年
大
蔵
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
九
項
」
を
「
第
三
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
金
融
機
関
等
」
を
「
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
第
一
号
中「（
金
融
機
関
等
」
を「（
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
、「
外
国
金
融
機
関
等
」
を
「
外

国
金
融
機
関
」
に
、「
送
信
を
行
う
金
融
機
関
等
」
を
「
送
信
を
行
う
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
、「
利
用
す
る
金

融
機
関
等
」
を
「
利
用
す
る
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
日
本
銀
行
が
金
融
機
関
等
」

を
「
日
本
銀
行
が
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
、「
外
国
金
融
機
関
等
」
を
「
外
国
金
融
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第

五
号
中
「
金
融
機
関
等
」
を
「
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
四
及
び
第
二
十
七
条
第
三
号
中
「
金
融
機
関
等
」
を
「
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
五
月
八
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

〇
文
部
科
学
省

国
土
交
通
省
令
第
一
号

文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
令
和
二
年
法
律
第
十
八
号
）

第
二
条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
第
六
号
及
び
第
五
項
（
同
法
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
五
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
四
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
第
八
号
及
び
第
五
項
（
同
法
第
十
三
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
化
観
光

拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
文
化
観
光
拠
点
施
設
）

第
一
条

文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。）第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
文
化
資
源
の
解
説
及
び
紹
介
は
、
文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
が
保
存
及
び
活
用

を
行
う
文
化
資
源
の
う
ち
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
文
化
資
源
の
由
来
、
他
の
文
化
資
源
と
の
関
連
性
、
歴
史
上
、
芸
術
上
、
学
術
上
又
は
観
賞
上
の
価
値
そ

の
他
の
当
該
文
化
資
源
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
。

二

情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
考
慮
し
た
適
切
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
。

三

当
該
文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
へ
の
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
に
外
国
語
を
用
い
る

こ
と
。

２

法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
の
所
在
す
る
地
域
に
係
る
文
化
観
光
推
進
事
業
者
と

の
連
携
は
、
次
の
各
号
（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
都
道
府
県
が
設
置
す
る
文
化

資
源
保
存
活
用
施
設
に
あ
っ
て
は
、
同
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
文
化
観
光
推
進
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
地
域
の
観
光
の
振
興
の
推
進
を
目
的
と
す
る
観
光
関
係
団
体
若
し
く
は
事
業
者
又
は
市
町
村
若
し
く
は
都

道
府
県

当
該
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
関
係
者
間
の
連
携
体
制
の
整
備
、
情
報
の
収
集
、
整

理
及
び
分
析
、
事
業
の
方
針
の
策
定
並
び
に
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

当
該
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
事
業
の
企
画
及
び
実
施

（
拠
点
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
条

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
拠
点
計
画
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に

よ
る
申
請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

新
命
令
別
紙
様
式
第
一
か
ら
第
三
ま
で
、
第
四
か
ら
第
六
ま
で
及
び
第
七
か
ら
第
七
の
四
ま
で
に
よ
る
届
出
書
並
び
に
新
命
令
別
紙
様
式
第
十
一
、
第
十
二
、
第
十
六
、
第
十
七
か
ら
第
十
九
ま
で
及
び
第
二
十
か
ら
第
二
十
二
の
二

ま
で
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
旧
命
令
別
紙
様
式
第
一
か
ら
第
七
の
四
ま
で
に
よ
る
届
出
書
及
び
旧
命
令
別
紙
様
式
第
十
一
か
ら
第
二
十
二
の
二
ま
で
に
よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
、
改
正
令
附
則
第
四
条
及
び
附
則
第
五
条
並
び
に
こ
の
命
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
命
令
第
六
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
同
項
の
規

定
に
基
づ
く
報
告
及
び
旧
命
令
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
、
新
命
令
別
紙
様
式
第
十
一
、
第
十
二
、
第
十
六
、
第
十
七
か
ら
第
十
七
の
四
ま
で
、
第
十
九
、
第
二

十
、
第
二
十
二
及
び
第
二
十
二
の
二
に
よ
る
報
告
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
命
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
命
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


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